
                                
                                        

 

４ 令和７年度 学校評価報告書（目標設定） 
                             

 
 視点 

４年間の目標 
（令和６年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定着と大学進

学を視野に入れた授業を実

践する。 

 

②主体的、自主的に学習に

取り組む態度の醸成、伸長

をめざした授業改善を図

る。 

①電子黒板の活用により

視覚的な効果をうまく使

い効果的な授業を実践す

る。 

②学習コンテンツの活用

により、１年から３年ま

で自律的学習を図る 

①電子黒板の活用実践事

例の報告・研修会をす

る。 

 

②活用法の研修会の実

施、宿題の配信、面接動

画、小論文対策動画を行

い授業改善につなげる。 

①生徒面談からの要望、

授業評価アンケートの内

容。 

 

②生徒が学習コンテンツ

をしっかり利用できてい

るか 

２ 生徒指導・支援 

①ＳＣやＳＳＷと連携した

能動的・組織的な生徒支援

体制及び教育相談体制を確

立するとともに、教員の意

識改革を図り多様性を認識

し認め合う雰囲気を醸成す

る。 

②部活動の更なる活性化を

図り、挨拶や素直な心を基

盤とした人間関係形成力や

自己表現力を育成する。 

①自身が抱える悩みや課

題についてうまく表現で

きない生徒に対するアプ

ローチの方法について検

討し実践する。 

 

 

②人間関係形成力や豊か

な心を育むため、更なる

部活動の活性化を図る。 

①サポートドックの実施時期

やプッシュ型面談の対象をＳ

ＣやＳＳＷと連携しながら精

査し、有効性を高める。 

 

 

 

②部活動をとりまく制度を整

備し、部活動の加入率

（70％）を維持する。 

①悩みや課題を抱える生

徒を一人でも多く抽出

し、ＳＣやＳＳＷとの面

談等、必要となる対応を

取ることができたか。 

 

 

②部活動に主体的に取り

組める環境を整え、加入

率を維持できたか。 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりが自己理

解を深め、将来を具体的に

考える姿勢を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

②主体的に進路目標を設定

し、達成に向けた取組みの

実践へと繋がる探究活動の

充実を図る。 

①自己理解を深化させ、

自己の将来について考

え、進路目標に向けて、

多様な探究活動等に主体

的に取り組む姿勢を育て

る。 

 

 

 

 

②生徒一人ひとりの進路

目標をふまえて、希望す

る進路実現や社会参画を

見通した探究活動が向上

心を持って実践できる環

境作りに努める。 

①「総合的な探究の時

間」の活用等による生徒

の主体的な活動の充実に

必要な情報を収集し、職

員相互での共有を図り、

生徒一人ひとりの将来の

在り方を見通して、組織

的な進路支援を行う。 

 

 

②進路実現や将来設計に

つながるよう、探究活

動、分野別進路ガイダン

ス等の企画や面接指導な

どの早期の支援体制をよ

りに充実させる。 

①新学習指導要領をふま

え情報収集し、共通理解

を深め、スキルを向上さ

せることにより、探究活

動において自己効力感、

集合的効力感をもてるよ

う成功体験につながる

場、仲間と挑戦を共有で

きる場を支援することが

できたか。 

②探究活動に取り組み、

生徒が自己の将来設計を

実践する中で、自己肯定

感を高め、自己理解を深

め、仲間と協働する姿勢

を持つことができたか。 

４ 地域等との協働 

①地域社会との交流や連

携・協働を通して、地域と

のつながり・絆を強化し、

地域の一員としての自覚を

持つ「社会性豊かな生徒」

の育成と「地域とともにあ

る学校づくり」を推進す

る。 

①地域社会との交流や連

携・協働を通して、地域

の一員として、つなが

り・絆を大切に思う心を

育成する。 

①一層の情報発信や地域

連携の充実を図る。 

①地域との連携事業への

積極的な参加を促進す

る。 

①ＨＰ等を活用し、効果

的な学校の広報、情報発

信を行う 

①荏田高校の地域連携事

業が地域から愛され、高

い評価を受けることがで

きたか。 

①荏田高校の良さを、地

域へ発信することができ

たか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒と向き合う時間を確

保するために、組織的な学

校運営と校務の効率化を図

る 

 

②職員が学校運営上の課題

を理解・共有するととも

に、リスクマネジメントの

意識を徹底することによ

り、安全・安心な学校づく

りを推進する。 

①若手職員とのコミュニ

ケーション、ICT 活用に

よる業務効率化等におけ

る課題の改善をさらに推

進する。 

②学校運営上の課題の共

通認識、研修・掲示物に

よる可視化、Teams 活用

等の工夫により、職員の

リスクマネジメント意識

の維持・向上を推進す

る。 

①若手職員とのコミュニ

ケーション、ICT 活用に

よる業務効率化等におけ

る課題の改善をさらに推

進する。 

②学校運営上の課題の共

通認識、研修・掲示物に

よる可視化、Teams 活用

等の工夫により、職員の

リスクマネジメント意識

の維持・向上を進める。 

①学校運営における職員

相互の共通認識を図れた

か。ICT 活用の業務効率

化等の環境整備を進めら

れたか。 

②コロナ禍前後による学

校運営業務の改善ができ

たか。 

職員のリスクマネジメン

トの意識を促すことがで

きたか。 


